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1黒　田　　　卓　
東北大学大学院国際文化研究科が 1993年 4月よりスタートをし、本年 2013年で丸 20周年を
迎えることになりました。紆余曲折を経ながら、とにもかくにもここまで辿り着けましたのも、
ひとえに本学ならびに本研究科内外の多くの方々の温かいご支援とご鞭撻の賜物であったと、心
より感謝申し上げます。
さて、本研究科が設立された直接の契機は、1991年の大学設置基準のいわゆる大綱化が引き
金となった教養部の解体、それに伴う全学教育改革や新しい組織改編の一環ということでした。
東北大学で初めて学部をもたない独立研究科として、情報科学研究科とともに本研究科は発足す
ることになりました。当初は国際地域文化論専攻、国際文化交流論専攻という 2専攻で、それぞ
れ 6講座（うち協力協座が 2講座）、7講座（うち協力講座が 3講座）の 13講座から構成されて
おりました。2001年に、言語文化部の発展的解消と連動するかたちで、第 3の専攻として国際
文化言語論専攻が 5講座の構成で増設され、若干の増減を経て現在の 3専攻 16講座の体制に至っ
ております。
これ以上の詳細な研究科 20年の足跡や具体的なデータについては、本誌「創立 20周年記念
特集」部分に収載の、小林文生教授の手になる「国際文化研究科 20年をふりかえる」をご参照
いただくこととして、ここでは 5周年、10周年という節目のときに研究科がどのような課題意
識を抱いていたかを私なりに振り返ってみたいと思います。5周年記念行事は 1997年 11月と翌
1998年 12月の 2度にわたって「国際文化研究とは何か」をメインテーマにして、それぞれ「地
域研究」、「社会と言語」をサブテーマに立ててシンポジウムを開催しました。今その記録集を読
み返してみると、国際文化研究とは「地域文化の形成・発展・交流についての過去・現在・未来
を現代における国際的一体化の視点から総合的・学際的に考察する学問分野」であるという現在
も継承されている一応の共通理解があったものの、実際には捉え方は多様で、創設間もない当時
の熱気さえ感じられるほどの多彩な論議が交わされていたことが判ります。
10周年の記念行事は 2002年の奇しくも 20周年記念行事開催日と同じ 11月 29日に、4人の著
名な外国人の日本研究者を招いて「世界の中の日本研究」と題して国際フォーラムを開催しまし
た。この度は、国際文化研究をむしろ国際的な多様な地域文化の研究という大枠での了解のもと、
日本と世界の文化を相互に、かつ相対的に捉えて、いわば異文化的観点から自文化を照射して、
それによって国際文化とは何かを考え直し、発信してゆこうとする試みではなかったかと思われ
ます。
今回の 20周年記念講演・記念シンポジウムは「グローバリズム・日本・国際文化研究」とい
う三題噺のようなテーマを掲げております。その詳しい趣旨は、本行事の企画立案を担当してい
ただきました山下博司教授の趣旨説明に委ねたいと考えますが、ここで一言だけ申し添えておき
ます。それは 20年前に「国際化」がまだ声高に叫ばれねばならなかった時代から、今や街中で
もあるいは大学キャンパスでもそれが日常茶飯事の見慣れた光景になってきているということで
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す。異文化への基礎理解や異文化間・国際交流の研究といった次元のみならず、地球丸ごとの諸
問題の解決がますます重要性を帯びつつある時代にわれわれは生きております。そうしたグロー
バル化の大波の中で日本と日本文化はいかにあり、あるべきかを、10周年からの発展形として
再度見つめ直し、それを通して発足当初からの問い、「国際文化研究とは何か」になにがしかの
応答をしていけたらと考えております。
なお付言しますと、今回のパネリストは全員が若手です。こういっては大変失礼ですが、10
周年フォーラムの顔ぶれと比べると多少見劣りがするかもしれません。しかし、彼ら彼女らは、
この国際文化研究科で学問を修め研究教育分野の一線へと巣立っていった修了生です。その意味
では 10周年の記念行事では考案することすらできなかった企画ではないかと秘かに自負してお
ります。ただ、それだけに研究科の良きも悪しきも十分弁えておられ、今では客観的にそのあり
方を評価できる立場におられるのではないかと推察します。本研究科の来し方・行く末について
貴重なヒントやサジェッションが得られればと期待するゆえんです。
今国際文化研究科は大きな岐路に立っていると言えます。設立当初の理念や精神を大切にしつ
つ、他方でこの 20年間の時代や社会の変化・要請に的確に対応し、より魅力的な研究科へと自
己変革を遂げていかなければなりません。みなさまの今までにも増してのご指導・ご支援をお願
い申し上げる次第です。
（東北大学教授、大学院国際文化研究科長）
